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『我が魂』
レイ モ ン ･ ル ー セ ル/ 清原正至訳
おそ らく レイ モ ン ･ ル ー セ ル の最初の テクス ト､ 『我が魂』 杖 ､ - 八 九七年七月十 二 日 の
｢ゴ ー ロ ワ+ 版の 五貢 と六真に掲載された ｡
この 詩篇は非常 に緊密な 二 段 にわたっ て構成 され ､ 同祇の 五貢の 最上部か ら, 六貢の 半
分まで を占有する とい う ､ 非常識な体裁をして い る ｡ 後日七月十四 日 〔革命記念 日〕 の 閲
兵式の ための , パリ市長による詳細な計画 と指示 と に隣接し ､ 印象的な 《
"
ル ･ ゴ ー ロ ワ
”
が推奨するホテル の 目録》 が後続の 記事なの だ｡
同耗の 編集長で ありル ー セル 家の友人 ､ アル チ ュ ー ル ･ メイ エ が､ 突如 として こ の テク
ス トを さらにル ー セル の テ クス トが後年にも掲載されるように ､ 本質的 に芸術と文学
専門の ｢ル ･ ゴ ー ロ ワ ･ デ ュ ｡ ディ マ ンシ ュ+ で はなく そ の 日刊既に掲載したの は ､
同情の 感情か らか ､ 『代役』 の 不成功の 結果, 息子を坤吟させ て い る発作を治癒するため,
ル ー セ ル夫人の 懇願によるもの なの か?
少なく とも､ - ケ月前にi 『代役』 の 失敗がル ー セル を傷怖させ たの ならば､ この 疑問は
提示されて しか る べ きだろう ｡ またこの 出版物が､ ミ シ ェ ル ･ レリスの 意見で は, 彼が 《そ
の 作品の 頂点をなす五》とみな し､ こ の詩篇に対 して 同意する重要性 と矛盾す るの と同様 に､
彼がテクス ト群の提示の 仕方に対 して表明する極端な配慮と矛盾すると思われるならば｡
何れにせ よ, 《『代役』 の 称賛された著者》 を強調する ､ ｢ル ･ ゴ ー ロ ワ+ の絶賛する紹介
を無視する ことは不可能で ある ｡ 同様に ､ 末尾に配置され ､ やはり 《驚嘆す べ き 『代役』》
に も言及 して い る伝記的な記述も. 現在 これ に付言しなけれ ばならない ことは､ ル - セ ル
があれほど執着してい たらしい この 詩篇､ 『我が魂』 の活字化された複写が, 三個の封蝋で
密閉され ､ 以下の言及 《ピエ ー ル ･ レリス様､ この 封筒をリヨ ンの 私の 金庫に保管するよ
う依頼します｡ レイモ ン ･ ル ー セ ル ､ 一 九 二 五年七月 四日》 がある 一 枚の 封筒から発見 さ
れた こ とである ｡ しかしそれは ､ ばらばらの 他の鋸片の 中で ､ それ以外 に同 一 の 活字化 さ
れた複写二篇があ っ たの だ o 同様に自筆の 複写も - しか し同詩の 自筆で はなく ､ 国立図
書館の ｢ル ･ ゴ ー ロ ワ+ 祇から作成されたもので あるが｡ i五
実際の と ころ ､ 悪質な白紙四枚の 付随する ､ 一 三 五 ミリに ニ ー ○ミリの これまた緑色の
悪質な舵片八 枚の第 一 真には ､ 鉛筆で両面に以下の 記載がある o
《｢ル ･ ゴ ー ロ ワ+､ 国立図書館
一 八 九七 年六月末か 七月初頭の
｢ル ･ ゴ ー ロ ワ+ の バ ッ ク ･ ナ ンバ ー
レイモ ン ･ ル ー ゼル 〔Rou s elle〕[ 原文の まま] の 詩篇
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"我が魂
”
こ の新聞の あるバ ッ ク ･ ナンバ ー
- 八九七年六月詩篇 一 切な し
七月十二 日 "諸事物
”
と命名された
詩集の 一 部をなす詩 一 編 ｡》
これはある無残な記憶の 証明だ ろうか ? ありうる こ とだ ｡ さもな ければ､ ル ー セ ル は
何故に ､ 彼に と っ て非常 に重要な - 詩篇の 出版 の 日付を大凡 記憶しなが ら､ 何者か を国立
図書館 へ 派遣して ､ おそ らくこれか ら活字化 された複製を数部作成 させ る ため に ､ とい う
の もそれらが自筆の 複写 と相似 して い るか らだが ､ これを転写 させ る こ とを余儀なく され
る の か ? これは必然的に以下 の 疑問を提示する ､ すなわち ､ 約三 十年間にル ー セル が関
心 を喪央したと思われる - 詩篇の周巨那こ､ どうして これほ どの 配慮がなされて い るの か ｡
確か に我々 はそれの 回答になっ て いない 回答を所有 して い る ｡ それは 一 九三 二 年の 『我
が魂』 の再刊で あり , 『新ア フリカの 印象』 に付随して ､ 標題は 『ヴィ ク トル ･ ユ ゴ ー の 魂』
と変更され､ 以下 の 付言が先行 して い る . 《 一 夜, 私は夢路で ､ 耳机で詩作する ヴィ クトル ･
ユ ゴ - と避近した . 以下は私が彼の 肩越しに前傾して 披読したもの で ある》o レイモ ン ･ ル
- セル の 魂がヴィ クトル ･ ユ ゴ - の魂 となり ､ 二 箇所の 主要な訂正 ､ 二 二 七行 《これらル
ー セル崇拝者たちの配慮を他所に》 が 《これら崇拝者たちの 配慮を他所に》､ そ して五 四○
行､ もはや屈従さ れるの は 《こ の名前, レイ モ ン ･ ル ー セ ル に》 で はなく 《この 名前､ ヴ
イク トル ･ ユ ゴ ー に》 で あり ､ これらがもたらされたの は ､ 一 九 二 五年以後である ｡
無論 ､ 我 利ま - 八九七 年に ｢ル ･ ゴ ー ロ ワ+ 祇 に掲載 された当時の テクス トを刊行 して
い る o 指摘した訂正 を除外 して ､ こ の テクス トは 一 九三 二年版と同 一 で ある o 句読法がま
つ たく別物で ､ ル メ ー ル版で尊重された ､ 四行詩四連の 一 団毎 の 間 にある巨大な空白が存
在して い ないという こと以外は｡
ここで 実際に 問題なの は句読法で あり ､ ヴィ ルギュ ルが滅多になく ､ ポワ ン ･ ヴィル ギ
ュ ル がポワ ンより頻繁で あっ たりと ､ 非常に散漫で ある ｡ 発見された祇片の 中で , ル ー セ
ル に よっ て鉛筆で 三五七行から三八 ○行までが句読点を 一 切使用せずに転写された､
五 ミリ にニ ー ○ミ リの 一 枚の特異な白祇の存在は , この テクス トの運動 における ポワンや
ヴィ ルギル の重要性が ほとんどない という印象を裏書す るも の で ある ｡ それ らの 均衡とい
う問題点があまりに巨大なの で , 〔原本と複写の〕 合致に よっ てそ こにある と思われる｡
さらに ､ 活字化された複写は､ そ の点で自筆原稿に忠実で あり､ - 八 九七 年の 句読法を
尊重して い る ｡ それゆえ ､ 後世の ために, より強制的にな っ た句読法に よっ て と同様に ､
標題の変更とそれがもた らす訂正 に よっ て ､.《まだ破裂しなか っ た》 が ､ レイ モ ン ･ ル - セ
ル という名前の 《奇妙な工場》 の礎石を準備する ､ 《見事な砲弾》 を予告するテクストと し
て ､ 当初のそれがもちえなかっ た平静さを彼 に付与す べ く､ ル ー セルが この テクス トを再
検討した の は､ 一 九 二 五年以後で ある . 〔An nieLeB ru n〕
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レイ モ ン ･ ル ー セル氏は､ 『代役』 の喝采された作者であり ､ 彼に - 篇の詩を要請したと
こ ろ ､ 初期詩篇の - 篇を提供してくれた｡ 彼は これを三年前 に創作 したが , 当時彼は若干
十七歳で あり ､ これによ っ て ､ あまりに早熟か つ 多産な 一 人の 天才 がもたらす将来性が想
像されよう｡
Ⅰ
我が魂は奇妙な工 場
火 と水 とが相克する と ころ ,
巨大な溶鉱炉が料理する見事な馳走は
神 の みが存知 したもう ｡
それ は無尽蔵の鉱山
金樋の 打音が交響するとこ ろ ｡ iv
中心の猛火がそれを照射する
壮大な外線とともに
数多の 職人が渋面で
その 中央の深遠か ら 一 斉に (10)
噴出す る脚韻を抽出する '
こ の 猛火の 渦巻から
彼らの 面上に反射する
黄色 ､ 紅色､ 藍色 の高炉の輝光と ともに ､
既に多少形成された詩句が浮上 しvi
彼らはそれらを把捉す る
苦労して 各々 が金鉄で
その 詩句を摘出し
竪坑 の周縁で完成させ る
地獄の轟音の只中で鍛造 しながら｡ (20)
時折､ 稲妻の ような
灼熱の剃那の 火柱が､
噴騰し､ 晴海たる
万丈の蒼窄を貫通する ｡
かくて ､ 不凍の竪坑の奥底に
閉居する詩藻が
巨大な四壁の 只中か ら
終日発芽 し, 上昇する
職人たちが三度ずつ 連打する
反響する打撃音 (30)
時折 , 両手の 皮膚を
火焔か ら保護しながら｡
北方か ら金髪の魁偉な
石炭商が護送し , vii
六頭の 椀馬の 牽引する荷車が
捻転する火焔に燃料を供給す る
叱声に催促され ､ 挽馬が
荷車 を周縁に布置 し
石炭を放出す べ く ､ その商人は､
大型の 錠前を威勢よくはずす (40)
途端に荷台が傾斜する
後方で ､ 鋼板を降下させ ると
積荷が勾配を
滑落 し, 落下 して い く
下方で石炭が
冥王の 王国に蓄積する
そ して娩馬を発奮させ る馬鞍の 一 撃が
一 匹の牛虻 を飛揚させ る
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北国の 石炭商は先頭の
二頭の 馬衝 を把持し､ (50)
自分の 方へ と牽引す ると
六頭を入念 に整列させ る
速歩で ､ 一 行 は退去する
商人が疾駆す る ､ その 躯幹も溌刺と
大洋 の彼方, 暗然たる海岸に
帰参せんと庶放しつ つ ｡
大洋は海中が狂潤怒涛で あるがゆえに
海原で は無数の
商船団が優雅に
揺曳して い る (60)
潮流 によっ て逆進する幾膿は
海岸に投鋸し､ 水夫たちが
埠頭 に山積し ､ 糠転す る
石炭を乾燥させ る ｡ viii
そ して荷車は街道を疾駆する
黒金 の曝書ととも に
安穏と芝草を賞味する
畜群を萎縮させながら
それは首府全体を迂回 し
海港へ と 一 躍する (70)
高大な窄薩の ある我が宮殿が
苦渋の 水際で蝉脱す る と ころ へ
そこで 詩作しつ つ 私は
我が職人衆を統治する
その豪壮な洞窟で
尊敬と, 栄光と ､ 畏敬に 国縫されて
槌色した費明に, 騎乗して ,
騒然たる深淵に出向する ､
私が騎行する とこ ろで は ､ 周囲の 一 同が
我が面前で平伏す る｡ (80)
やがて 私は竪坑 に到着する
微動だにせず, 私は 一 切 を差配する ,
詩句の 各々 が沸騰する最中に
遅滞せずに補綴す べ く ｡
我が思惟が､ 悪戦苦闘し つ つ も ､
随所から炎上す る深遠を活性化する
その 都度 ､ 猛炎 に対す る我が奮戦が
飛火を四散させ る o ix
時折､ 私は海岸まで疾駆する
そ こでは海豚たちが , 肇奪な帆柱の (90)
一 隻の船舶の周 囲を輪舞しながら
これを追従して い る ｡
海港には ､ 大型船が停泊 して い る
その 鐘声も玲瀧と ,
時には欧州か ら､ 時に は彼方 の遠国から
それは来航する の だ ｡
万 物が紅潮する こ の魂を拝観す べ く
一 群 の 人々 す べ て が身銭を奮発する
信奉者たち の 一 人 一 人が ､ そ の奥底を
洞察すべ く , 私を判読する｡ (100)
彼らを応対 しなが ら､ 私は差配す る
何時も達見 しつ つ , 我が療神の集中の御蔭で
神韻綬瀞 たる深遠におい て
補綴されるもの を｡
この 船舶の甲板と沿岸を
連結する ため 一 本の タラ ッ プが
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架橋されるや早速, 乗降する人々が
性急 にそ こを往来する ｡
やがて私の方 へ , 呼応 し､ 問答 し､
応答する人々 が殺到 し､ (110)
記憶する詩句を引例 しながら､
私を凝視す る ､ とりわけ額をⅩ
双陣は この集 団を注視 し
我が愛馬は胴体を震動させ ､
自負を溺溢させ ､ 時折腎部を
剛毛の旗尾が強打する ｡
と ころで ､ 沖合に ､ 幅広 の帆布の
小艇が乗客を満載して い る
清澄な光沢を反射する波頭 を
船首が雄勤に両断 して疾走す る｡ (120)
船体 は波涛に翻弄され
帆影は波間に消失するか と思われるが,
ある信号によ っ て 告知する
軍船数隻の到来を｡
事実 ､ 大気 は快惚となる
艦砲の 斉射で天蓋 は
紅潮し､ 海港の大砲による
応酬を使峡す る｡
艦隊の船数が増大するの が判明し
そ こで人々 は私を理解する (130)
全艦の 船尾 には､ 相異なるⅩi
国旗が翻転して い る｡
同胞の船舶には
三 色旗が垂下し, xii
しばしば旗竿に纏擁して は
潮風がこれを剥離させ る｡
最初に到着したの はその 軍船だ
先頭 を航行 し､ 事前か ら
複雑な海岸線 に沿 っ て
そ して慎重に入港す る｡ (14 0)
甲板上 には勤勉な群集が
並々 ならぬ喧噴xiHの 最中を,
上役たちの 命令 に注意 して
必要なこ とに配慮する ｡
そ の 船舶 は埠頭に停泊す る｡
数本の鉄鎖によ っ て繋留される
広大な海港 は､ 船団の 全艦が
入港 して も十分な余裕がある ｡
私 は帰還する ､ 一 切が我物である
この浩翰な帝国を (150)
唯 一 遍照する ､ あの深淵を志向する
この 群集を案内するため に｡
しか し耳を努く砲声に
辺部な僻隙か ら､
田園 ､ 放牧地､ 四方八方か ら､
我が臣民が馳せ参じる ｡
私がこの深淵を我物 とす るの を見聞しⅩiv
各々 が畑仕事や牧羊の 世話を
故郷し , 私に随行 して
周帥の 群衆を増加 させ るo (160)
そうす る合間に, 市中からも
群集が到着する
不断に増加する
行列 に参加するために ｡
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既 に乱舞する火 中には
詩句の柔贈な黄金が
凝固す る様子が実見され る
私はそ の 作業をこ こか ら楽々 と こなす｡
我が長蛇の 列の 筆頭 にあ っ て
この 野路を直進す るの ではなく (170)
野原 を横断して ､ 私は近道す る
手許の 火焔を誇示ながら｡
既に 一 人の 女性が この 紅炉か ら
絶間なく顔面を防護 して おり ､
この 聖火を目前にする ことで
湧聖をなすの で はと危倶する手合もい る ｡
しか し身振りで私は彼らを安心 させ ､
ある魔法の 能力に よっ て
火花を霧散させ る
彼 らが受容 しうるよう に ｡ (180)
小型の我が頭蓋の 内部に は
漆黒の渦中にあっ て ､
エ クリチ ュ ー ルが朝か ら晩まで萌芽する
あの深淵が想像されよう ｡
何時も並足の 我が愛馬の 戟上にあ っ て ､
この竪坑の周縁に私は最初に到着する
片手で合図して
縁際に停止する ｡
そこで ､ 普段は隠伏する我が侭倣の ために
静止する火焔を (190)
天辺まで ､ 大音響とともに
奔騰させ る べ く牢固として 腐心する ｡ xv
こ の竪坑の 四 囲を
囲続する大群集は
私の いるまさ に この 場所か ら
幾許か の距離をお い て い る ｡
不断に増加する雑踏
爾来 ､ 仰望す る船団が ,
海港に殺到 し
我々 に随行したからだ ｡ (200)
万国から来航 した群集は
静護な畷想にあ っ て
地獄の 火焔を凝視 しながら
夢幻に翻弄されて い るの では と懸念する ｡
そ の刺那 ､ 蒼白な火焔か ら
出征 を主題とす る
喋々 と雄勤な軍歌が
ほ ぼ 一 息に躍出す る ｡
時折この 双陣で ､ 私が穿饗する
この深淵は ､ 炎上す る詩句の 間に (2 10)
真赤な石炭の 巨大な欠片を
噴出するが ､ それ は内部にまた落下 して い く ｡
群集は呂律の不明瞭な小声で Ⅹvi
祈祷を唱和 し､
全員が合掌して
しば し脆座す る ｡
私 一 人が馬上で
鉱坑の 周囲か ら水平線 まで を
充塞する群集にあ っ て
離配した忠臣たちに君臨する ｡ (220)
時折､ 身を焦がす火焔に
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旺惑されて ､ 彼らの 一 人が
台頭 し, 僻伏する
その 信仰が再燃 して ｡
もはや これらの崇拝者たちを 一 瞥せず
私は頃日し作業を再開する
私を神々 の 高座 に列席させ る
ル ー セル 信奉者たちの 配慮を他所に｡ xvi i
そ して黒変した天上 へ ､ 我が頭蓋の 内部で
紅蓮の 火焔が乱舞する高炉が (230)
非凡な詩句を放出する様子を
方今､ 私は目撃する ｡
そ こで私は荘厳な讃美歌を広間する
粛然たる序唱は,
快惚とした群集が
微動だにせず斉唱するもの o
しか しそれを傾聴する こ となく､
私が火勢 の増進に没頭する と,
数多の斜字体の 詩句が
深部から浮上 してくる ｡ (240)
それから 一 節が噴出するが､
それは教会ラテ ン語で朗唱する
我が詩篇､ 我が栄光 ､ そ して私を ｡
その 間中､ 即座 にその 使途を看破 して
間断なく私は差配する
内壁に衝突する
唐突で迅速な各脚韻を ｡
下部を加熱したの で
深紅に赤化する竪坑が
近接する我が静脈を
拍動させ , 膨張させ る｡ (260)
しか し 一 切を破裂 させ る覚悟でxix
私は狂乱する深淵を活性化す る､
激烈な我が脈動を抑制す べ く
事実, 努力しなが ら｡
猛火が崇高な轟音 に到達する の を
目撃 しながら､ 群集は さらに前傾し､
我が足跡が刻印された
大地 に接吻する ｡
竪坑 の周縁は炭火の ようだ､
その刺那 ､ 下方から (270)
私がそれを意識しても ､ あまり に迅速なの で ､真夏の晴夜が出現し
それが遁走す る瞬間には
私 はその す べ て の 意味を曲尽で きない｡ Ⅹvi ii
より緩慢に後続す る詩句は ､
慎重な料理で形成され､
時折､ 遠隔から､ 私はそれを利用して
以前の 詩句を再考する ｡
敬虞な讃美歌の調子が昂揚し､
それぞれの 歌声に信仰が実感 される ､
水面の 暗紅色 に反射する湖上に沈静する ｡
木陰の 一 組の 若夫婦が
日没の 残照で赤化 し､
轟々 と赫怒す る火焔が
彼 らが同年代で あるこ とを私 に開示する ｡
両者はともに 二十歳､ 樹下で
彼はあどけない寝顔の
(250) 伴侶の 微睡を注視 し
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その 覚醒を待望 して い るようだ ｡ (280)
時折 ､ 詩句の 末梢か ら落剥 した
微細な温灰がそ ろそろ と
ジグザグに ､ 不規則 に
またも沈降して い く o
私は様々 なリズム の 賛美歌を
聴聞せ ぬ よう努力す る
私が瞬時に着想す るもの の
理解を妨害しかねない の で ｡
それで も私は仕事 中に ､
群集をちらり と仰視す る (290)
彼 らの 昂揚によっ て
私の 妙想が私 を弦惑させ るなら｡
四方八方で人々 は震越す る
止処ない尊重す べ き戦懐に
何処で あ れ 私の視線は
激越な深淵の周囲を捕捉する ｡
か くて ､ 休息も中断もせず
間断なく , 竪坑か ら
私の 追求す る全作品にお い て
私の濃費して いる霊感が跳現す る｡
私に可能な最大限の ことは
火勢が表徴す るとは い え ､ (310)
火炎が消失する 以前に ､
沸騰す るその 一 貫の 完成を念願する こ とo
やがて療煙 の 濃密な螺旋が
外部に噴騰する o
私は火勢を強化する こ とで
しばしそれ に極力対抗す る
末尾 の 一 節を創作すると
火焔は竪坑の 内部に沈下 し,
玉響顛勤するが ､
一 切が終息し ､ 私 は就眠する ｡ (32 0)
Ⅱ
しかしす ぐさま巨大な火柱が
鏡火 しきらぬ深淵から奔出し ､
私は苦心しながら朗唱す る
私 に纏綿する悪夢にあっ て ｡
我が魂において詩句が形成され るが
上 辺だけの 平凡な意味しかなく ,
x x (300) 私は葛藤 し､ 自責するの だが ,
それらの創作を余儀なくされる ｡ ⅩⅩi
そして苦労せずに, 全使命として
我が順 良ならざる詩句が不意 に出現するの を 私が竪坑の周縁に前屈し ､
観取したなら､ それ らの 無限の 意味に感応 し ､ その 高熱にもかかわらず傭撤す るが､ (33 0)
私はそれ らを放出する ｡ 縁石が我が腰部を負傷させ
･
私は療病を実感す る｡
いよいよ黄昏が到来し ､ 各所で
暮鐘が休息を告知する と､
今度は私のところに睡魔が来訪する
突如火勢を沈静して ｡
火焔は蒼白になり､ その閃光 に ､
その流汗を払拭しつ つ ､
喚笑する素人の 一 群全体を
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韻文で ､ 私は観取す るo x xii
しか しやがて その光景が変化 し
ある古風な屋敷で ､ 往年の 矛槍兵たちの
不思議な 一 群が閑談す るの を
私は目撃す る ｡ (34 0)
菱形の 巨大なステ ンド ･ グラスが
照明する居間で ､ 天上 を滑期 しながら
洪手 して祈念する天使を
私 は拝観 して いる と確信する｡
両手をつ い て私 は起立し
竪坑か ら離隔しようと努力するが
両足は勝者し､ 私は
幾度となく矛槍兵の場面を反窮する ｡
努力の 甲斐なく ､ 私は自分に立腹し
不安げに院目する (3 50)
やがて困癒し､ 痘撃する五指か ら
縁石を手放す ｡
深淵の奥底に
またも我が半身が前傾し ､
我が脳髄か ら奔騰する
崇高な火焔が これをなめる ｡
我が意に反し､ 火焔は
絶間なく再生しx xiii､ そこから
ある蔵貢が上昇するの を目撃するが
私にはそれが 一 言も理解で きない o (360)
そ れか らある詩歌を
数節に要約する私を夢想するが ､
私は何事もなさず､ 我が掌中の
潤筆は乾燥するばかり｡
ようやく私は揮毒する
群集が待望す る海港で
蒸気くゆらす汽船が出航する の を ､
そしてス クリ ュ ー が始動 し, 水面が泡立つ ｡
しか し次句が着想されず
幾度 となく火中に (370)
同 一 の詩節が再生されて は
自重で深部に落下 して いく ｡
乱舞する火焔の 渦中には
私がしばしば大声で
朗唱する 一 節に
誤記誤字が散見される ｡
無念であり ､ 私は屈託す る
佳什を壷屋ももの しえぬ ことに､
それで も腐心 して ､ 地面か ら
一 塊の 石炭を拾集す る ｡ (380)
私は火気を維持す べ く
それを下方の虚空に投卸し､
以前 の ように , 傭伏 し､
内省 を再開する ｡ x xiv
そ して本意ならずとも ､ 私は 《我等が主
イ エ ス ･ キリス ト》 を起句 とする
壮大な讃美歌に着手する も
そ の長大さに蓮巡して しまう ｡
自決するもままならずそれを思案 し､
私は価値 のない 韻文を創作する (390)
善行 に善報あり､
悪行 に悪報あり, などと｡
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竪坑の周縁に私は膝行す る
鈍重 に､ 鎗扱 と して ,
我が拙劣な駄句 における無限を
何人も理解しない と嵯喫 しながら｡
坤吟の挙句､ 解惜した私は
雷雲群飛する曇天 の 最中 ,
線衣の 猟師たちを､
肩息 させ つ つ も追跡さ せ る ｡ (400)
彼らは 一 斉に角笛を吹鳴す るが ,
私 は彼らの集団を判別 で きず
この仕事にお いて は
無能非才なの で はと危倶する ｡
それでも私 は執鋤に ､ 狩猟の 装備 を
具足する彼らの 一 人を発見する
見事な コ ライ ユ ㍊ ' を象放 した指輪を
彼がはめなお して い る最中に ｡
後刻､ 摸造の 宝石や黄金 で 一 杯の
巨大な火焔の 内部に ､ (410)
劇場が出現し､ 一 人の テノ ー ル 歌手が ､
舞台に再登場して喝采されて いる ｡
二度目の登場で ､ 彼 は無味乾燥な
和音の歌曲を朗唱し
舞台装置が転換され る間に
音階の 練習 をする ｡
そして私は目撃す る
プロ ンブタ - ･ ボックス の 上部で ､
拍子をとりなが ら､ 楽団長が不安げな
テ ノ ー ル歌手を安心させ る様子を｡ (420)
被物を震越させ
胸に手をあて て ､
只今テノ ー ル 歌手 は
周 囲に合唱を懇願する ｡
しか し舞台の 背景 には
稚拙な小集落が描出され て あり
一 人の 牧童がゆっ くり と前進 し
草笛を吹鳴 して い る ｡
彼は 青緑色 の キ ュ ロ ッ トと
青味がか っ た上着を着用 して い る ｡ (430)
彼に注目する優艶な視線は
雪白の顔色の 女性の もの ｡
舞台裏の 片隅で退屈そうな
彼女の 様子 を付度 して
彼女の 両手 に彼 の 草笛がそ っ と手交され ､
彼女 は欣喜の 合図をす る ｡
それから彼女は中腰で
もっ と遠見す べ く
眉を嘩めて
鹸に手をか ざす｡ (4 40)
そ こ で四方か ら､ 踊子たちが
繊鋭な妙音とともに登場し ,
痩躯の 二 人が抱擁 して
暗歯を露呈し微笑する ｡
彼女たちは全員が
辺部の糸紡ぎで
驚異の紡績竿と
麻糸ではなく金糸を所持 して い る｡
方今､ 各人が脆座 し
同 一 の仕種で (450)
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紡績竿で紡績するかの よう
五指を生動させながら｡
しか しその 剃那 ､ 一 切が紛糾する ､
竪坑の 奥底はもはや私に は
何物 も目視しえず､ それ ゆえ鈍重な
視線の 下方を詮索す るどころではない ｡
目下､ 紅蓮の 火焔にあっ て
我が視線はもはや判読困難な
単語の 内部で飯動す る
暖味な意味 しか識別 しえ ない ｡ (46 0)
私は額を親指にもたせ ､
上手 に判読された単語を結合す るが ､
それらの あまりに濃濁 した意味を
看取 して ､ それらを拒絶す る｡
私が尽痔しよ うとして ､ 英雄の
名前を偶然に命名する ､
そしてバ ヤ ー ル と共謀す る
ロ ー マ の ペリク レスを目撃する ｡
そ れは出陣の軍歌を放吟する
見事な身形の紳士で (470)
城壁上で 敵手を
殴打の 一 撃で 一 蹴する｡
目下 , 一 組の 夫婦が
画肪にそ ろそろと乗船し ､
夫君は愛妻に 一 途な様子で ､
我が偶像に祈願す る｡
彼女は黒髪でス ペイ ン人の ようだ
そ の双陣の黒耀の光輝は
遠方から私を魅了するが ､
無念 に も彼女 をそ れ以 上 讃美 し え な い ｡
(480)
真心か ら彼女を凝視 しつ つ も
私はそ の相手 へ の嫉妬を自覚する
そ して竪坑の 周縁に磨膝で
不器用 に馨録する ｡
画肪か らその柔和な視線で
彼女はずっ と私を注視して い る
彼女を愛撫す る夫君は
まだ我々 を懸念しない ｡
その 寸刻でさ え ､ 彼は彼女を
真心こめて ､ 肇固に抱擁する ｡ (490)
私を激昂させ る この行為に
私は縁辺をさらに前進 し､
静誰な水面にもか かわらず,
ち ょ うど水流■は加速 し､
私は慨嘆しつ つ ､ 北上する
画肪を目送する ｡
そ の 婦人が私に繊手をさ しの べ たの で ､
我が心臓は早鐘の ように拍動する
到頭私は彼女の も と へ 疾駆するが
逢着する ことはない ｡ (500)
到底私は竪坑の膜臆たる
下方 へ と薫地に滑落し,
火焔の渦中でもがき
虚空であがく ｡
私は内壁にしがみ つ こう と
するが ､ 四肢の 実感す る灼熱が
私を速巡させ る
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苦痛を恐怖す るあまり ｡
到頭私は墜落し､ そ こで 覚醒する
額は 一 面が寝汗だ らけだが (510)
一 切が微睡する我が寝室を
すで に曙光が遍照 して いる ｡
Ⅱ
雑踏と喧嘩の 様相を維持する
この広大な世界におい て は
徹宵の 作業に精励する の は
日常茶飯の 出来事 ｡
私が竪坑に身体 を前傾して
奥底を注視す るだけで
狂猛な火中から驚異的な物語が
浮上して くるの に十分で ある ｡ (520)
無数の 行列 をな して
新参の 屈強な職人たちが
その 都市の 場末か ら来集する
これらの作業を継続するため に｡
彼らは ゆっ たり と した歩調で来着し
終始高温の 周縁で
各々 が金槌を把持して
すぐさま以前の 人数と交替す る ｡
彼らの 清新な熱意の おか げで
私は火焔を躍動 させ られる (53 0)
我が斡持が
さらに増長す るか の ように ｡
容易に 出現する詩句が
火中か ら遁走する の を 一 瞥し､
後年 ､ 忠実な後世 にお いて
我が天命の 大成 を予覚する ｡
我が万能 の天才の爆発が切迫 し
この名前 ､ レイモ ン ･ ル ー セル に
全世界が平伏する の を
私は予見する ｡ (540)
私が君臨す る この地上 に
兄弟もなく孤高 にて
現世を遍照す る
この永遠の 紅炎を私は目撃する o x x vH
こ の 詩篇は 『事物』 〔DesCno s es] と命名された詩集の 一 部で ある ｡ それから二篇の 大長
編詩 『宮殿』 〔1e Palajs] と『無人島』 〔1'j7e de's e rte] が後続する . そ して独立 した新詩集
『サ ンギ 一 別 〔sB Dgt1n e s]､ 最後に , 『 一 睡』 〔un s o m m e]､ 『肉食日』 〔Jo u T SgT a S] そ
して とりわけ , 驚嘆す べ き 『代役』 の直前に執筆された 『勝者』 〔so uHT e_Do ule u r] によ っ
て , 彼は正真正銘の小説に接近 を開始したの である ｡
〔訳者付記〕
これは Ray m o nd Ro u s s elの最初の作品､ Mo nA m e の 全訳で ある o 翻訳 に使用 したテクス
トは 助 w eLPa u v e rt, Pauv e rt, 1994 に所収されたもの で ､ 書誌的な詳細は､ 前掲書の編
者 An nie Le Br u nの解説をあわせて訳出 したの で ､ それ を参照された い ｡
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原注
i ル ー セル によれば､ 『代役』 は六月十日に出版されたが , 印刷は - 八九七年五月十 一 日に完了
して い る｡
五 ミ シ ェ ル ･ レリス , 『漂着物』､ ジャ ン - ジャ ッ ク ･ ポヴ ェ ー ル ､ 一 九 七 二年 ､ 十八貢oii ア ニ - ア ン グルミ - ､ 《ル ー セルの大型鞄 - ･》､ 唱 立図書館報+ 四十三号､ 前掲書 〔(くLe
皿 a11e de Raym o nd Rou s s el, du b ric ふbr a ca ud6cryptage,,, Re vu edelaBl
･
bl
･
0地 軸 e
Natlon ale
,
n um 6ro4 3
,
Printe mps 19 92.〕､ 四 十四貢o
iv 以下の詩句によ っ て ､ フ ランソワ ･ コ ぺが詩作の鍛冶場を称賛する, ロ ンサ ー ル ヘ の頒歌 『ソ
ネッ ト』 に対して , ル ー セルが無知であ っ たと推測するの は困難で ある｡
《静々た る金樋がしばし反響する
焔立 つ火床か ら奔出する鮮紅色の貴金属》､
彼が賛美する フランソワ ･ コ ぺ の詩作晶は ､ ル ー セルの詩作品 の出版社で もあるアル フ ォ ンス ･
ル メ ー ル社から ､ 『我が魂』 を執筆する三年前に出版されたばかりで あるからだ｡
' ト 斉に噴出する脚軌 ､ 脚韻が自余の単語以前に着想される ことを推測させ る表明 ｡ 無論､
ル ー セルが何度も言及して いた ように､ 当時は詩句の創出が容易だっ たこ とを想起させ る｡ さ ら
に､ 詩作晶の 原稿と下書が この ことを追認する｡ そ こでル ー セルは ､ 明 白に､ 脚韻から着手 し､
徐々 に固定した諸要素の帆柱を形成し､ そ こか らテクス トは旗旗 へ と発展してい るの だ｡
d 最近発見された詩作の 下書と原稿へ の 言及 は､ もはや正確に推察しえないだろう ｡ そ こで は ､
まさしく 《既に多少形成された》詩句が､ 一 様に脚 削 ゝらで はあるが ､ テクス トを生成する非常
に散漫な草案の ままに､ 一 気珂成に展開して いる o
vi こ の 一 節全体(三十二 行 - 三十五行)は ､ 《北方から金髪の魁偉な石炭業者》に統率され ､ 『黒
き燈火』( - 八九○年)､ 『削 ､れたる田野』 (- 八九三年)､ 『触手ある都会』( - 八九五年) - I
とい っ た重要な詩集を上梓した ばかりの ヴ ェ ルハ ー レ ン に影響されてい るようだo
vi a ｢乾燥させ る 〔由uis e nt〕+ - ル ー セルが この 言葉を使用 して いるの は､ tarir の 最初の意
味､ 乾燥させる 〔m ettreas e c〕 におい て であるが ､ おそらく彼はもう ー 偶の意味､ 水源を枯渇
させ , す っ かり流出させ る 〔ta rirla so u r ce et 6c oule r e n e ntier〕 を付加して いるの だろう o ル
ー セル自身が単語の意味を消尽する ことになる, その流儀を予示する暖昧性で ある｡
h r飛火〔co ntr ec o up〕+ 一 指摘する価値のある明白な誤用であろう､なぜなら , もし c o ntr ec o up
が ､ それが発生したある部分とは別箇の 部分に対する衝突によ っ て 発生した影響とな る以前に､
ある別種の物体に対する衝撃の余波となるなら ､ 一 方 の場合と同様に他方の 場合も ､ その運動は,
ル ー セルが ここ で言及する思惟で も火焔でもない もの ､ 頑丈な物体間で作用 してい るからだo
問題となるの は , 詩的許容だろうか ､ あるい は反対に､ ル ー セルが思惟や火焔を固体と同定し
て い るという事実だろうか ? 筆者 〔編者〕 はむ しろ第二 の仮説を選択しよう ｡ ル ー セルはこの
詩篇である奇妙な錬金術に従事し ､ その途中で各々 の単語が素材とな るの だと思われ る ｡ その最
良の証拠は､ 後年, 彼が 『代役』 の執筆中に実感したと述懐する昂揚状態であり ､ そ こで はまさ
しく､ 彼にと っ て思惟の 光輝 [fe u〕 が ､ 別箇の素材に包含されるある素材の ように , 自身に刻
印されてい ると実感する栄光の光輝と混同されてい るからである｡
Ⅹ 勿論これは ､ ル ー セルが所有すると確倍して いる ､ 選良たちの 《額の星》 の ことである ｡ 作品
におい て同様に､ 生涯にお いても彼が 一 度も放棄しない確信であり , そ こ では運命の選民たちに
多大な関心が傾注されてい る｡ さらに､ それを物理的に実感したがために ､ ジャネ博士 に吐露し
てい るよう に､ ル ー セル はそれ の存在の根拠を提示 した ｡ 《仕方ない じゃ ないですか ､ 運命づけ
られた人々がいるの です - ･ ! こ の詩人が言うよう に｡ 額に火傷の ような痔痛があると実感
される - ･ ｡ 額にある燦然たる星が｡ そう ､ 私は額に星が あるの だと実感し､ それを失念した
ことは 一 度もありませ ん》(ピエ ー ル ･ ジ ャネ, 『不安か ら焼惚へ』､ 前掲書 〔pier r eJ an et, D e
l ADgOls sea l
'Exta s e, r66ditionde 19 75, Ce ntre n ational dela Re cher che scientifiqu e, t.1.〕､
第 一 巻, - - 六貢)｡
xi ｢翻転してい る [Tre mblotte〕+ - 二個のtがあるこの 旧来の綴字は , e m mai ll.tte との押
韻であり ､ d6m aiuot七e の 半藷音をな してい る｡ これは , ｢ル ･ ゴ ー ロ ワ+ の習性であろうか ､ ま
たはあらゆる原稿で同様の綴字の誤記をする傾向にある､ ル ー セル の習性であろうか?
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述 ｢垂下する , 経緯する ､ 剥離する 〔Pe nd
,
s
'
e m m aiuote, s ed6m ai11ote〕+ - 的確な､ さら
には特殊化された行為 に言及 して い る , これ ら三 つ の動詞によ っ て , 再度ル ー セル は, 意図的に
か否か ､ 彼が容認してい たで あろう詩的作法 と距離をお い てい る ｡
事実こ こで は ､ 技術の正確さは隠噛の方向転換という企図 を補強 してい るの で あり､ ル ー セル
がこの詩篇で専心 して い るの がそ の企図である ○ 実際の とこ ろ､ おそらくそれ と意識せずに､ ル
ー セルが詩的幻想を打破 して い るの は､ 正確な用 臥 専門用語 ､ さらには平俗な用語の使用 によ
つ てである ｡
xiH ｢喧噴 [Tinto uin〕+ - ル ー セルが この 単語を最初の意味 《ざわめき , 聴覚にお い て不鮮明
な雑音》 のみで使用 して いる と言及する もの は 一 切ない . 比愉的で平俗な意味《ある事柄が もた
らす不安 , 当惑 ､ 心配》 を も兼用して い るこ ともありう るが ､ そ の 場合､ また も詩的作法か ら奉
離する こ とを可能な らしめてい る ｡
dv これは 二 年後の 『代役』 の執筆時に､ ル ー セルが経験するこ とになる もので ある. なぜな ら
後年､ 彼はジャ ネ博士 に以下の よう に告白してい るからだ｡ 《私が執筆 した もの は光輝に囲続さ
れており ､ 私は窓掛で部屋 を密閉しました ､ 私の筆が放射する光線を外部 に漏出して しまう ー 寸
した隙間が心配だっ たの です｡ 私は突如 として衝立を撤収して ､ 世界を照射 しよう としま し
た - ･ 》(ピエ ー ル ･ ジ ャネ､ 『不安か ら悦惚 へ』､ 前掲書 ､ 第 一 巻 ､ - - 六頁 - - - 七貢).
x v - 八 九行 - 一 九 二行 - そ れぞれの 障碍を跳躍台として活用する ことになるル ー セルは ､ あ
らか じめ彼の挙措 となる もの をこ こで定義 してい る｡
x vi ｢呂律の 不明瞭な 〔Br edo ui11e〕+ - これは 《早口で ､ 不明瞭に発言する》 を指示するに正
確な言葉であり ､ 祈祷する群集の諸声を想起させるために適切なもので ある ｡ とこ ろで ､ 今 一 度､
ル ー セルが静的な作法を犠牲に して正確さを選択してい るこ とに注目 しよう｡
x vh ニ ー 七行 - ニ ー 八行 - 彼が自分に車両巳されて い ると想像する この個人崇拝は､ 彼がフ リ ユ
リア ン教､ その 開祖は ､ 説教をする場所として ､ 《そ こ を通過する場合は ､ 機知による返答 に専
念し､ 上手に歓笑を喚起するよう自身に義務づける》､ 《潜韓区域》 を用意 してい た〔第三幕第 一
場〕 が､ こ の 『無数の太陽』 で言及 される新興宗教に対して ､ 彼が付与する こ とになる個人崇拝
の魅力とは隔絶 して いる ｡
最低限い える こ とは ､ まさに 一 九三 二 年版におい て , 彼が 《これ らル ー セル信奉者たち 〔ce s
･ o u s s ellat上e s〕》 を消去 して ､ -atr e sに先行する空白を放置 した際に, ル ー セ ルが彼自身の ため
に これ ら 《脊髄区域》 を央念したこ とだ｡
xvi L二 四 一 行 - 二 四四行 一 緒事万端か ら推察するに, こ こでル ー セルは ､ 活発な活動期間にあ
つ て非常に蓋然的な, 自動筆記の 契機につ いて暗示 して い ると想起せずにい られない ｡
xix ト 切を破裂させる覚悟で 〔Au risqu equ eto ut6clate〕+ 一 間題とな るの は ､ 隠喰で も詩
的過剰で もない ｡ こ の 過剰は, あらゆる分野で ､ ル ー セルが絶間なく経験する ことになるもので
ある｡
その仕事につ いて は､ ジャ ネ博士 が報告する ところでは , 彼は《毎日規則的に ､ 一 定 の時間を､
一 切 の不規則を許容せず, 多大な努力としばしぱ多大な疲労とともに ､偉大な文学作品の構築 に》
没頭する｡ 『代役』 の 執筆時期に, 彼は 《 一 寸 した食事を しにい く の に､ 一 時で も仕事を中断す
る の にも苦労 した》 の で あっ た . ピ エ ー ル ･ ジ ャ ネ, 前掲書 ､ 第 一 巻､ - - 五頁 - - - 七頁o
x x ｢私が涯資して い る詩藻 〔L'in spir atio nqu eje 幽 che〕+ - 大量の未発表草稿が最近発見さ
れたこ とで , こ の 詩句には新種の重要性が付与されるこ とになる｡ なぜな らル ー セルの難解さは ､
あまりに豊富すぎる想像力を所有して い る ことに由来して い る とされて い るか らで あり ､ また､
現在まで想像されてい たもの とは裏腹に､ 彼が件の 手法を活用するの は､ 想像力の補佐としてで
はなく､ 抑制としてで あるか らだ｡
x xi 三 二 五行 - 三 二八行 - 自動筆記に対する斬新な言及であるか もしれない o
血 こ こに人生がル ー セ ル に用意するであろう もの の前兆を看過するの は困難で ある. 筆者 〔編
者〕は とりわけ彼の戯曲作品が惹起 した何度かの醜聞を想起する の だが､ これ らに つ い て は, 『い
かに して私はある種の 本を書い たか』 にお いて , 《狂人､ 輯晦者》 扱い された こ とを彼が報告し
てい る ｡ 彼の 作品が《ほぼ会場全体の敵意ある無理解に遭遇する》 の を目撃して , 彼が実感した
とい う 《悲痛な感覚》 と ､ こ の 《咲笑する素人 の 一 群》 とを ､ どう して 関連させないでおかれよ
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うか?
威 i 自動筆記に対する斬新な言及であるかもしれない o
血 v 三セセ行 - 三八四 行 - あたかもル ー セルは十年後を予期してい たかの ようだ｡ その時期､
彼の 口吻を踏襲するな ら､ 彼はあらゆる手段を駆使して ､ 文筆に挑戦し､ そ の前途 を開拓する こ
とになっ たの で ある｡
m ｢コ ライユ 〔Corail]+ - ル ー セル はおそらく狩人たちに珍重されるらしい指輪に言及 して
い るようだ｡ そ の コ ライ ユ は赤魔の心臓にあるといわれる番鞍色の貴石である｡ 実際の ところそ
れ は､ 左右心室 の間に実在する軟骨《赤魔の十字架》で あり､ 古来羨望されて いたようだ｡ ア ン
ドレ ･ ブル トンによ っ て発見された , バ ロ ッ ク時代の オ ー ス トリアの狩人の指輪につ いて ､ 少な
く とも編者が広 間したと ころでは , 豪華な銀製の 台金に これら 《コ ライユ》の - つ が巌入されて
いた ｡ しかしながら ､ 『鹿物語』 〔AD 地 olog
･
e de Ce z:fParis, Hatie r,1992〕 の著者､ ジャ ン - ポ
ー ル ･ グロサ ンが編者に説明した ところでは , フ ランス の狩猟の 伝統にお いて , これら指輪につ
いて は 一 度も見聞した こ とがない という｡
しかしこの コ ライユ には ､ ル ー セル の処女詩か ら､ 尺度の変化に対する情熱とな る噂好, また
驚異 へ と到達する 一 番確実な手段の 一 つ として発揮され る噂好を開示する とい うもう 一 個の重
要性があるo なぜなら ､ 彼が こ こで想像の場面 一 狩人たちの集団とい う 丁 に言及 して いるな
ら ､ どの ように して彼は , 指輪だけでなく彼らの 一 人 の指輪の コ ライユ を判別で きたの だろう
か ?
x xvi こ の詩句には , これまた文学に挑戦した才藻ある青年､ つ まり長兄と距離をお こう とするル
ー セルの欲望の表出が看取されて い た｡ 家庭的な気質以上に ､ 筆者 〔編者〕 はむしろこ こにユ ニ
ー ク で ありたい とする異常な欲望の発露を見出すもの であり ､ またそれ 臥 ル ー セルがジャネに
《人間は彼 一 人が特賞に当選する場合にの み満足するの であり､ 他人の幸福は苦痛をもた らす》
と告白して いた と推察されるの で ､後者が前者の 人格の - 特性として指摘して いるほ どで ある .
(ピエ - ル ･ ジ ャネ､ 前掲書､ 第二 巻､ - ○六頁｡)
彼にと っ て さらに, 幸福と同様､ 栄光も共有で きない ものである ｡
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